
 令和５年度 第２回 江別市かわまちづくり協議会 

 

              日  時 ： 令和６年１月２２日（月）９時 ～ 

              場  所 ： 江別市民会館小ホール 

 

 

次  第 

 

 

（開  会） 

 

 

  １ 議事 

 (1) 協議事項 

  ア 旧岡田倉庫の整備内容        【資料１】【資料２】 

 イ 旧岡田倉庫周辺及び千歳川左岸堤防の整備内容  【資料３】 

（グランドデザイン）             

     

２ その他                       

 

 

（閉  会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



1

前回協議会及びワーキンググループの
協議結果

資料１



2 今年度の検討状況

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

運営WG勉強会協議会

第4回

第5回

第6回

第1回

第1回

第2回

第13回

かわまちづくり
検討フロー

第2回

【第4回WG】旧岡田倉庫の利活用方針の決定

【第5回WG】旧岡田倉庫付帯施設の方針決定

倉庫側親水施設の
基本形状・配置
・階段形状・材質
・船着場 (カヌー用)
・防護柵
・休息場

詳細設計の実施

・川側親水施設
・倉庫側親水施設
・右岸高水敷造成

・階段形状・材質
・舗装材質
・拡幅盛土形状

川側親水施設の
基本形状・配置

【第6回WG】左岸堤防の整備内容の決定

・図面作成
・数量算出
・概算工事費算出

業務の完了

WG 第4回運営WG（9/5）
■ロードマップの確認
■旧岡田倉庫の利活用方針の検討
■運営組織の検討

第5回運営WG（10/23）
■旧岡田倉庫の整備方針確認
■旧岡田倉庫付帯施設の方針検討

第6回運営WG（11/27）
■旧岡田倉庫周辺・左岸堤防の整備内容検討
■運営組織の検討

第1回かわまちづくりWG（12/26）
■旧岡田倉庫の整備内容検討
■旧岡田倉庫周辺・左岸堤防の整備内容確認

第2回協議会（1/22）
■旧岡田倉庫の整備内容協議
■旧岡田倉庫周辺・左岸堤防の整
備内容協議

設計内容に関する協議会
関係者との協議

第1回協議会（10/2）
■協議会の目的確認
■これまでの検討経過の報告
■ロードマップの確認
■旧岡田倉庫の利活用方針検討 設計内容に関する協議会

関係者との協議

設計内容に関する協議会
関係者との協議

協議会としての整備方針
の決定



3 第1回かわまちづくり協議会の概要
【開催日及び開催場所】令和5年10月2日（月）14:00〜16:30 江別市中央公民館3Ｆ 研修室2号・3号
【議事】かわまちづくり協議会の目的、かわまちづくりに関するこれまでの検討経緯、かわまちづくりの進

め方、旧岡田倉庫の利活用方法について

出席委員名簿

氏 名 所 属 等

小篠 隆生 北海道大学大学院工学研究院 准教授

林 敏昭 江別市街地自治会連合協議会 会長

柏村 章夫 一般社団法人えべつ観光協会 副会長

鴻野 徹 江別商工会議所 事務局長

天井 一斗 一般社団法人江別青年会議所 委員

林 匡宏 （まちづくり民間団体）ミズベリング江別 代表

境 珠美 市民公募

武藤 静香 市民公募

事務局 江別市 経済部 商工労働課

議題 協議結果

旧
岡
田
倉
庫
の
利
活
用
方
法

・“つなぐ”をキーワードにしながら人が集まって
くる場にする。

・旧岡田倉庫の歴史性や位置付けを踏まえ、食を
テーマに地域の歴史性や文化を発信し、日常的に
市民や観光客に楽しんでもらえる施設にしていく。

・人が集まれる場所、飲食としてどうするかをワー
キンググループで議論する。

・ワーキンググループでは、事業収支を確認し、ど
のような収益事業を行っていくのかの議論を行う。

そ
の
他

・設計の調整は、協議会に進捗状況を報告した上で
実施する。

協議会での協議結果



4 第5回運営ワーキングの概要
【開催日及び開催場所】令和5年10月23日（月）18:30〜21:00 江別市中央公民館3Ｆ 研修室2号・3号

ワーキングの実施状況 ワーキングでの協議結果

議題 協議結果

旧
岡
田
倉
庫
の
整
備

・食をメインとした活用を行うため、喫茶店程度の
飲食ができるように設計を進める。

付
帯
施
設
と
の
一
体
的
な
利
用

・唯一確実にお金が得られるのはカフェ事業になる。

・カフェ事業のみだと収益が限られるので、付帯施
設にも厨房を設置し、食品の製造、販売やカフェ
でも提供するといった食の二重構造にすることで、
安定した収益、リピーターの確保につながる。

・カフェと食品の製造、販売に加えて、もう一本柱
となる収益事業があるとバランスが良くなる。

・次回のワーキングでランニングコストと収益見込
みを確認した上で改めて事業の検討を行う。



5 第6回運営ワーキングの概要
【開催日及び開催場所】令和5年11月27日（月）18:30〜21:00 江別市中央公民館3Ｆ 研修室2号・3号

ワーキングの実施状況 ワーキングでの協議結果

議題 協議結果

千
歳
川
左
岸
堤
防
の
整
備

・旧岡田邸前の小道から直接階段で堤防に上がれる
ようにする。

・地面の色や素材の視覚的な一体感を持たせる。

・自動車が進入しやすいようにスロープや転回場を
拡幅する。

事
業
収
支

・単なる収益事業ではなく、“つなぐ”というテー
マがいつも何か関わってこないといけない。

・どういう人がどういう目的をもってやって来ても
大丈夫な場所にしてあげられるかが重要。

・運営事業者は公募により選定されることから、運
営組織の具体的な議論は、今後ワーキングでは行
わない。



6 第1回かわまちづくりワーキングの概要
【開催日及び開催場所】令和5年12月26日（火）18:30〜21:00 江別市中央公民館3Ｆ 研修室2号・3号

ワーキングの実施状況 ワーキングでの協議結果

議題 協議結果

旧
岡
田
倉
庫
の
整
備

・レイアウトは事務局案で決定とする。

・具体的な整備内容については、断面図も確認し、
立体的に見て検討する必要がある。

・日常的な利用ができるよう暖房方式は床暖房とし、
燃料は灯油とする。

・飲食提供を行うのであれば、照明はもう少し明る
い方が望ましい。

千
歳
川
左
岸
堤
防
の
整
備

・基本的な整備内容は事務局案で決定とする。

・意匠を旧岡田倉庫外壁の石材に調和させる。

・護岸の緑地にベンチを設置し、居場所を創出する。

・江別港の歴史の痕跡を示す。

・使用する素材や植栽など詳細については、今後検
討を進める。

・誰でも川に近づくことができるようにするのがか
わまちづくりの醍醐味なので、どこまで安全性を
確保して親水性を高めるかを考えていく。



7 協議結果のまとめ

旧岡田倉庫（拠点施設）整備方針（案）

●旧岡田倉庫の歴史性を踏まえ、“つなぐ”をコンセプトとし、人が集まる場所とする。
●カフェやマルシェなど食をメインとした利活用を行う。
雑穀等の農産物の集積地として繁栄した江別港の歴史性を活かし、江別の食などを提
供することで、江別の歴史・文化の発信及び賑わいの創出を目指す。

●厨房や事務所を付帯施設に設置し、一体的に活用する。



8

旧岡田倉庫の整備内容

資料２



9 旧岡田倉庫の当初設計案①
当初案（1F）

ホール面積︓約140m2



10 旧岡田倉庫の当初設計案②
当初案（2F）



11 旧岡田倉庫の設計変更案①
変更案（1F）

ホール面積︓約124m2

■レイアウト変更により、ホール面積が約16m2減少する



12 旧岡田倉庫の設計変更案②
変更案（2F）



13 旧岡田倉庫の設計変更案③



14 旧岡田倉庫の設計変更案④



15 キッチンの配置イメージ

手洗槽

給湯器

二槽シンク

コールド
テーブル

作業
テーブル
（小）

作業
テーブル
（大）

製氷機

カ
ウ
ン
タ
ー

電磁調理器
（IH）
コンロ
テーブル

通路幅
900mm

通路幅
700mm

品名 台数
平面寸法
（mm）

コンロテーブル 1 600×750
電磁調理器（IH) 2 600×750
レンジフード
（コンロテーブル上）

1 600×750

作業テーブル（大） 1 600×1500
作業テーブル（小） 1 600×600
収納
（作業テーブル下）

1 600×1500

吊戸棚
（作業テーブル上）

1 600×1500

二槽シンク 1 600×900
給湯器 1 200×400
手洗槽 1 200×500
コールドテーブル
（冷凍冷蔵庫付）

1 600×1200

製氷機 1 450×600



16 旧岡田倉庫の利活用レイアウトイメージ①
■ホールで飲食提供を行う場合、最大96名の収容が可能となる
（4人掛けテーブル︓800mm×1200mmの場合）



17 旧岡田倉庫の利活用レイアウトイメージ②
■ホールで演劇・ライブと飲食提供を行う場合、最大64名の収容が可能となる
（舞台︓3m×9ｍ、4人掛けテーブル︓800mm×1200mmの場合）

舞台
（3m×9m）



18 旧岡田倉庫の利活用レイアウトイメージ③
■ホールで物販と飲食提供を行う場合、最大48名の収容が可能となる
（4人掛けテーブル︓800mm×1200mmの場合）

物販来場者エリア
（約4m×約5m）



19

旧岡田倉庫周辺及び千歳川左岸堤防の
整備内容

資料３



20 景観設計（グランドデザイン）の考え方
景観設計の方針

“かわ”と“まち”を結ぶ動線・空間の連続化
（旧岡田倉庫周辺と水辺の一体的な利用を目指す）

全体の色彩と素材
旧岡田倉庫の外壁に用いられている石材

車両の乗り入れ等を想定し、コンクリートブロックを主体とする
が、意匠を外壁の軟石に調和させる。レンガや木材を主体とする
江別市内の既存拠点施設とのキャラクターの違いが明確になる。

旧岡田倉庫周辺（住宅地側の堤防斜面）

旧岡田倉庫と千歳川左岸堤防の間の空間を舞台に見
立て、護岸の緑地に連続ベンチを配置することで、
客席としても活用することができる。

千歳川左岸堤防（川側の堤防斜面）

護岸を緑地として連続ベンチを配置し、カヌーの上
げ下ろしにも使用する斜路を設ける。
かつて、水運の荷揚げ場であった江別港の歴史の痕
跡を示し、大きな特徴となる。

●旧岡田倉庫周辺と水辺の一体的な利用を目指す。
●日常的な利用やイベントなど非日常の利用を想定した空間とし、人の居場所や賑わいを創出する。
●意匠を旧岡田倉庫外壁の石材に調和させる。
●江別港の歴史の痕跡を示す。

千歳川左岸堤防（グランドデザイン）に関する方向性



21 景観設計（グランドデザイン）の概要①



22 景観設計（グランドデザイン）の概要②



23 景観設計（グランドデザイン）の概要③



24 千歳川左岸堤防の整備内容（案）



25

今後のスケジュール

資料４



26 かわまちづくり長期ロードマップ

※図中の は、協議会での決定事項を表す。

江別市

R5年度 R6年度 R7年度

かわまちづくり協議会

旧岡田倉庫利活用【市】

旧岡田倉庫付帯施設【市】

旧岡田倉庫周辺整備【市】

左岸堤防整備【開発局】

合流点付近（高水敷）整備
【開発局】

協議会（任期２年）

堤防整備内容決定

整備工事

堤防整備（R9頃まで）

倉庫解体工事 倉庫復元工事

利活用方針・

整備内容決定

倉庫運営開始（R7～R8）

整備工事設計

実施設計

設計変更可能（設備関係）

設計 工事

設計

付帯施設整備

方針決定

整備内容決定

協議会

運営事業者

公募・選定

河川占用許可申請

報告

報告

報告

報告

文化財保護委員会（報告）

建築審査会（助言）

かわまちづくりWG かわまちづくりWG（必要に応じ開催）勉強会


